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花とハーブを植えるようす花とハーブを植えるようす

手際よく花寄せ植えをする部員たち手際よく花寄せ植えをする部員たち

花
壇
整
備

花
壇
整
備

　

６
月
２
日
Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑

美
紀
部
長
）
は
、
役
員
６
名
と
エ

ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会
の
参

加
者
８
名
と
共
に
、
交
流
を
目
的

と
し
た
農
協
駐
車
場
の
花
壇
整
備

を
行
な
っ
た
。
今
年
は
ベ
コ
ニ
ア
・

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ア
ッ
プ
ル
ミ

ン
ト
の
３
種
、
約
２
０
０
苗
を
植

え
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
６
月
２

日
、
Ｊ
Ａ
正
面
玄
関
前
に
お
い
て

定
例
交
流
会
を
実
施
し
た
。
環
境

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
花
寄
せ

植
え
を
行
っ
て
お
り
、
木
箱
３
箱

に
色
と
り
ど
り
の
花
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
寄
せ
植
え
を
し
た
。
ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
グ
リ
ー
ン
カ

　今年も SDGs の取り組みの一環でグリーンカ

ーテンを信用共済部の窓側で育てます。ネットの

貼り方を工夫し、窓全体が葉っぱで覆われ、エア

コンの使用を減らすことでCO2削減を目指します。

ああささががおお日日記記

女性部

女性部

��

農
協
玄
関
を
華
や
か
に

農
協
玄
関
を
華
や
か
に
��

ー
テ
ン
用
の
朝
顔
を
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
、
成
長
を
見
守
っ
て
い
く
。

花
寄
せ
植
え
後
、
女
性
部
役
員
が

行
う
駐
車
場
周
り
の
花
壇
の
花
植

え
に
合
流
し
た
。

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会
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試飲のようす試飲のようす

牧
場
マ
マ

牧
場
マ
マ

―
青
空
の
も
と

―
青
空
の
も
と  

３
年
振
り
に
実
施
―

３
年
振
り
に
実
施
―

女性部
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）

は
６
月
５
日
、
大
樹
町
家
畜
品
評

会
会
場
横
の
格
納
庫
で
「
牧
場
マ

マ
」
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は

中
止
し
て
い
た
た
め
、
３
年
ぶ
り

の
実
施
と
な
っ
た
。
牛
乳
・
乳
製

品
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
新
し

い
「
飲
み
方
」
を
地
域
の
消
費
者

へ
提
案
し
た
。
当
日
は
ホ
ッ
ト
コ

コ
ア
・
ア
イ
ス
ほ
う
じ
茶
ラ
テ
・

飲
む
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
３
品
を
作

り
来
場
者
へ
手
渡
し
た
。

　

家
畜
品
評
会
は
例
年
６
月
の
第

一
土
曜
日
の
開
催
の
と
こ
ろ
今
年

度
は
月
曜
日
に
変
更
。
そ
の
た
め

提
供
数
を
減
ら
し
準
備
し
た
が
好

評
に
よ
り
１
時
間
程
度
で
終
了
し

た
。

かんたんレシピ�
牛乳・乳製品を飲んで食べて夏を乗り切ろう

ホットココア

飲むチーズケーキ

アイスほうじ茶ラテ

【材料１個分】
・牛乳�……………120CC
・ココア……………15ｇ

【材料１個分】
・牛乳�………………15CC
・ヨーグルト………30ｇ
・クリームチーズ…30ｇ
・グラニュー糖……５ｇ

【トッピング】
・いちごジャム
・オレンジジャム
・ブルーベリージャム

【作り方】
１．ココアに温めた牛乳を注ぎ混ぜる

【作り方】
１．ほうじ茶とグラニュー糖を

お湯で溶かす
２．１に牛乳を注ぎ混ぜる

【作り方】
１．クリームチーズ、グ
ラニュー糖を混ぜ合わ
せる

２．１にヨーグルトを少
しずつ加え混ぜる

３．牛乳を加えてさらに
混ぜる

４．お好みでトッピング
を加える

【材料１個分】
・牛乳�………………120CC
・ほうじ茶……………15ｇ
・お湯…………………少々
・グラニュー糖………少々
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札
幌
方
面
へ

札
幌
方
面
へ

女性部

１
泊
２
日
道
内
視
察
研
修
旅
行

１
泊
２
日
道
内
視
察
研
修
旅
行

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
、
６
月
７
日

か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
道
内
視

察
研
修
旅
行
を
実
施
し
、
部
員
19

名
が
参
加
の
も
と
札
幌
方
面
へ
向

か
っ
た
。

　

１
日
目
は
、
２
０
２
０
年
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
千
秋
楽
を

迎
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
惜
し
ま
れ

つ
つ
幕
を
閉
じ
た
「
リ
ト
ル
マ
ー

メ
イ
ド
」
の
特
別
ア
ン
コ
ー
ル
講

演
を
劇
団
四
季
で
鑑
賞
し
た
。
目

の
前
に
ひ
ろ
が
る
神
秘
的
な
海
の

世
界
の
中
、
し
な
や
か
に
泳
ぎ
ま

わ
る
人
魚
や
海
の
生
き
物
た
ち
に

心
と
き
め
く
新
次
元
の
体
験
と
美

し
く
胸
に
響
く
音
楽
に
、
参
加
し

た
部
員
た
ち
は
感
動
し
て
い
た
。

　

２
日
目
は
、
千
歳
市
に
あ
る
防

災
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
そ
な
え

ー
る
」
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震

災
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
揺

れ
を
ポ
ー
ル
に
し
が
み
つ
き
な
が

ら
揺
れ
を
体
験
し
た
。
ま
た
、
火

災
時
に
発
生
す
る
煙
を
リ
ア
ル
に

再
現
し
た
施
設
で
は
、
煙
避
難
体

験
を
し
た
。
火
災
時
の
煙
に
よ
っ

て
命
を
落
と
す
こ
と
が
多
く
、
煙

を
避
け
る
た
め
腰
を
落
と
し
１
．

３
ｍ
以
下
で
移
動
が
出
来
る
よ
う

に
避
難
擬
似
体
験
を
し
た
。

　

施
設
職
員
か
ら
、「
胆
振
東
部

地
震
か
ら
５
年
が
経
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
用
意
し
た
防
災
食
品
は

賞
味
期
限
な
ど
が
切
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
再
度
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
防
災
用
品

は
夏
用
・
冬
用
そ
れ
ぞ
れ
備
え
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
私

も
、
胆
振
東
部
の
地
震
の
際
、
千

歳
市
で
震
度
５
を
経
験
し
て
、
防

災
用
に
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

な
ど
を
用
意
し
ま
し
た
。」
と
実

体
験
を
交
え
た
講
話
に
部
員
た
ち

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
防
災
の
意

識
が
高
ま
る
研
修
と
な
っ
た
。

　

２
日
間
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
ケ

ガ
や
事
故
等
も
な
く
無
事
に
帰
町
。

部
員
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
お
土
産

を
手
に
抱
え
な
が
ら
視
察
研
修
を

終
え
た
。

劇団四季リトルマーメイド観劇劇団四季リトルマーメイド観劇��

鶴雅ダイニングビュッフェでランチを楽しむ鶴雅ダイニングビュッフェでランチを楽しむ

宿泊先　定山渓万世閣ホテルミリオーネで夕食　乾杯宿泊先　定山渓万世閣ホテルミリオーネで夕食　乾杯��

夕食後はじゃんけん大会夕食後はじゃんけん大会

1日目
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煙避難体験コーナーで煙の中を体験煙避難体験コーナーで煙の中を体験

綺麗に咲いていました綺麗に咲いていました

地震体験コーナーで震度７を体験地震体験コーナーで震度７を体験

お花を見て楽しむ部員たちお花を見て楽しむ部員たち

2日目
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大
樹
町
家
畜
品
評
会

大
樹
町
家
畜
品
評
会

第72回

あいさつをするあいさつをする
西川組合長西川組合長

　

６
月
５
日
、
家
畜
共
進
会
場
に

お
い
て
大
樹
町
家
畜
品
評
会
（
主

催
Ｊ
Ａ
大
樹
町
、
協
賛
大
樹
町
他

各
関
係
機
関
）
第
72
回
乳
牛
の
部

が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
同
様
、
家
畜
ま
つ
り
は
行

わ
ず
規
模
を
縮
小
し
た
乳
牛
の
共

進
会
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

以
前
の
よ
う
な
ま
つ
り
の
賑
わ

い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
カ
ラ
ッ

と
晴
れ
た
空
の
下
で
品
評
会
が
行

わ
れ
た
。

　

品
評
会
に
先
立
ち
、
牛
馬
魂
碑

前
で
関
係
者
24
名
が
供
養
祭
を
行

な
っ
た
。
参
列
者
を
代
表
し
て
西

川
組
合
長
が
家
畜
の
御
霊
に
玉
串

を
捧
げ
、
参
列
者
一
同
牛
乳
で
乾

杯
し
た
。

　

そ
の
後
の
品
評
会
で
は
、
審
査

員
に
清
水
町
で
酪
農
を
営
ん
で
い

る
田
中
育
生
氏
を
招
き
体
格
や
資

質
を
審
査
し
た
。
審
査
員
に
よ
る

厳
選
な
審
査
結
果
に
よ
り
、
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ョ
ウ
に
は
木
村
祐
翔
さ
ん

（
振
別
農
事
組
合
・
木
村
博
文
さ

ん
所
有
）
ロ
ー
ヤ
ル
ラ
ン
ド　

ジ

ユ
ー
デ
イ　

ジ
ヨ
ー　

エ
ニ
ク
ス

が
首
席
。
乳
牛
未
経
産
の
最
高
位

に
は
木
村
博
文
さ
ん
所
有
の
ロ
ー

ヤ
ル
ラ
ン
ド　

ラ
イ
ア
ン
ス　

Ｆ

デ
ル
タ
が
選
ば
れ
、
乳
牛
経
産
牛

の
最
高
位
に
も
同
じ
く
木
村
博
文

さ
ん
所
有
の
ロ
ー
ヤ
ル
ラ
ン
ド　

ジ
ユ
ー
デ
イ　

シ
ヨ
ツ
ト
リ
ー
が

選
ば
れ
た
。

　

枝
肉
の
部
で
は
米
谷
英
幸
さ
ん

（
萠
和
農
事
組
合
）
の
晴
姫
が
首

席
に
選
ば
れ
、
後
日
西
川
組
合
長

よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
家
畜
品
評
会
以
外

に
も
Ｊ
Ａ
大
樹
和
牛
の
販
売

や
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
牧
場

マ
マ
の
試
食
試
飲
会
が
行
わ

れ
多
く
の
方
が
来
場
し
た
品

評
会
と
な
っ
た
。

未経産最高位未経産最高位
ローヤルランド ライアンス F デルタローヤルランド ライアンス F デルタ

経産最高位経産最高位
ローヤルランド ジユーデイ シヨツトリーローヤルランド ジユーデイ シヨツトリー

賞状を受け取る米谷英幸さん賞状を受け取る米谷英幸さん
（枝肉の部）（枝肉の部）

審査員審査員
田中育生氏田中育生氏

トロフィーを受け取る木村達也さんトロフィーを受け取る木村達也さん
（乳牛の部）（乳牛の部）

ジュニアホルスタインクラブ参加者ジュニアホルスタインクラブ参加者

和牛販売では多くの方が並んでいました和牛販売では多くの方が並んでいました��

牛馬魂碑供養祭牛馬魂碑供養祭



①農政のいま

③私たちの考え

④各種政策まとめ

②活動報告
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普及センター技術情報 
 

十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

は
種
作
業
は
、
そ
の
後
の
生
育
に
大
き

く
影
響
す
る
重
要
な
作
業
で
す
。 

近
年
、
は
種
後
の
気
温
が
高
く
、
令
和
４

年
度
秋
春
の
平
均
積
算
気
温
は
平
年
よ
り

３
５
０
℃
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

は
種
後
の
生
育
も
平
年
よ
り
進
み
や
す
く

な
っ
て
お
り
、
は
種
適
期
や
適
性
は
種
量

も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、「
は
種
日
」
と
「
は
種
量
」
に

注
目
し
、
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

実
証
試
験
を
交
え
て
説
明
し
ま
す
。 

１１  

はは
種種
日日  

秋
ま
き
小
麦
の
越
冬
に
は
、
葉
の
数
が

５
枚
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、

４
７
０
℃
の
積
算
温
度
が
必
要
で
す
。
逆

算
す
る
と
、
十
勝
沿
岸
部
の
は
種
適
期
は

９
月
22
日
頃
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
極

端
な
早
ま
き
は
、
過
繁
茂
に
よ
る
雪
腐
病

や
収
穫
前
の
倒
伏
発
生
を
助
長
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
一
方
、
極
端
な
遅
ま
き
は
、
凍
上

害
に
よ
る
生
育
不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

  

２２  

はは
種種
量量  

は
種
量
は
、
そ
の
後
の
茎
数
お
よ
び
穂

数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
重
要
で
、

は
種
時
期
を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。 

越
冬
前
の
茎
数
が
１
０
０
０
本
／
㎡
を

越
え
て
し
ま
う
と
倒
伏
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
越
冬
前
の
目
標
茎
数
を
９
０
０
本

以
下
と
す
る
場
合
、
適
期
は
種
で
は
、
６
kg

／
10a
が
は
種
量
の
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
剰
な
は
種
量
で
設
定
す
る
と
、
面
積
あ

た
り
の
穂
数
が
増
加
し
、
収
穫
前
の
倒
伏

を
助
長
し
ま
す
。
ま
た
、
登
熟
期
間
に
天
候

不
良
が
続
い
た
場
合
、
穂
数
が
多
い
と
穂

１
本
あ
た
り
の
養
分
が
減
少
し
、
細
麦
に

な
り
や
す
く
、
収
量
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
作
業
開
始
時

に
途
中
で
機
械
を
止
め
、
種
子
の
落
ち
具

合
を
確
認
し
、
調
整
し
ま
し
ょ
う
。 

 

３３  

次次
年年
度度
のの
はは
種種
にに
向向
けけ
てて  

試
験
ほ
場
に
お
い
て
、
９
月
22
日
（
適

期
は
種
）
お
よ
び
９
月
29
日
（
遅
ま
き
）

の
２
日
で
、
そ
れ
ぞ
れ
は
種
量
を
変
え
て

調
査
、
比
較
し
て
い
ま
す
。 

は
種
日
に
関
し
て
は
、
表
２
を
見
る
と
、

９
月
29
日
６
kg
／
10a
の
は
種
で
も
問
題

な
く
生
育
で
き
て
お
り
、
秋
の
気
温
が
高

い
昨
今
で
は
、
遅
ま
き
を
理
由
に
は
種
量

を
増
や
す
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
遅
ま
き
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。） 

ま
た
、
表
３
よ
り
令
和
４
年
度
は
、
は
種

量
が
多
い
ほ
ど
茎
数
や
穂
数
が
増
え
や
す

い
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
は
種
量
が
多
い
と
倒
伏
が
発
生
し

や
す
く
、
倒
伏
部
分
の
細
麦
や
腐
敗
に
よ

っ
て
製
品
収
量
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
（
写
真
、
図
１
）。 

温
暖
化
が
進
み
、
麦
の
成
長
も
旺
盛
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
適
正
な
は
種
を
心

が
け
、
倒
伏
さ
せ
な
い
安
定
し
た
麦
作
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

安安
定定
しし
たた
秋秋
まま
きき
小小
麦麦
栽栽
培培
にに
向向
けけ
てて  

播種日
は種量

(kg/10a)
草丈
(cm)

葉数
(枚)

茎数
(本/㎡）

9月22日 17.0 5.5 1360

9月29日 14.1 5.5 840
6kg

播種日
は種量

(kg/10a)
4/15茎数
(本/㎡）

収穫期穂数
(本/㎡)

4kg 1392 680

6kg 1752 760

11kg 2048 864

6kg 1208 512

11kg 1416 592

15kg 1600 784

9月29日

9月22日

令和4年 平年

令和4年9月～11月 832 690

令和4年4月～  7月 1586 1378

表１ 令和4年度の積算気温 

※参考：気象庁HP 過去の気象データ 

表２ 根雪前の生育調査結果（11/15調査） 

表３ 各区の茎数および穂数 

写真１ 倒伏の様子 
（2022.7.1撮影） 図１ 各区の製品収量 

 

製
品
収
量(kg/10a) 

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
５
回 

６
／
28

★
報
告
事
項

１　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
５
年
産
大
根
買
取
価
格

の
設
定
に
つ
い
て

３　

令
和
４
年
度
中
小
酪
農
経
営

等
生
産
基
盤
維
持
・
強
化
対

策
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

４　

令
和
４
年
度
環
境
負
荷
軽
減

型
持
続
的
生
産
支
援
事
業
の

実
施
結
果
に
つ
い
て

５　

黒
毛
和
種
受
精
卵
移
植
推
進

対
策
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

６　

黒
毛
和
種
優
良
雌
牛
保
留
対

策
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

７　

雌
判
別
精
液
利
用
促
進
事
業

要
領
の
制
定
に
つ
い
て

８　

令
和
５
年
度
大
樹
町
家
畜
品

評
会
の
入
賞
成
績
に
つ
い
て

９　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態

勢
構
築
に
か
か
る
指
針
に
つ

い
て

若手職員紹介若手職員紹介
コロナ禍でマスク姿しか見たことない…なんて方もいるはず！

みなさんに覚えてもらいたいので30歳以下の職員を紹介します！

10　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

11　

金
利
の
改
定
に
つ
い
て

12　

令
和
５
年
度
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
（
機
械
導
入
事
業
）
の
申

請
に
つ
い
て

13　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

14　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

15　

職
員
の
特
別
休
暇
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

北
海
道
農
業
協
同
組
合

検
査
に
伴
う
検
査
指
摘
事
項

改
善
・
対
応
状
況
等
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

役
員
賠
償
責
任
保
険
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

出
資
の
持
分
譲
渡
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
５
号　
　

令
和
４
年
度
版
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
縦
覧

に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
６
号　
　

固
定
資
産
の
取
得
に

つ
い
て�

協
議
・
承
認

信
用
共
済
部　

共
済
課

　
菊き

く

池ち

　
珠み

津づ

生き

営
農
部　

農
産
課

　
佐さ

藤と
う

　
進し

ん

太た

郎ろ
う

生
年
月
日　

平
成
13
年
３
月
21
日

出
身
地　

大
樹
町

好
き
な
食
べ
物　

麺
類
、
タ
ル
ト

趣
味　

ド
ラ
イ
ブ
、
映
画
鑑
賞
、
カ
メ
ラ

写
真
に
つ
い
て　

こ
の
前
ド
ラ
イ
ブ
帰
り

に
寄
っ
た
ア
イ
ス
屋
さ
ん
で
す
。
天
気
も

良
く
最
高
の
ア
イ
ス
日
和
で
し
た
�

生
年
月
日　

平
成
９
年
９
月
25
日

出
身
地　

芽
室
町

好
き
な
食
べ
物　

ホ
ル
モ
ン
、
麺
類
、
ホ

タ
テ

趣
味　

野
球
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
サ
ウ
ナ

写
真
に
つ
い
て　

シ
ー
ズ
ン
開
幕
前
に
エ

ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
っ
て
き
ま
し
た
�

早
く
試
合
が
見
た
い
で
す
。
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10,134

9,765

9,495

9,952

9,690

9,263
9,374

8,988

9,328 9,315

8,400

9,496

9,707

9,376

9,733

令和５年度６月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2022年度）

生産乳量（2023年度）

561,909561,909
535,217535,217

421,025421,025

496,864496,864

436,150436,150
409,623409,623

376,316376,316

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2022年度

2023年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

3/9 3/23 4/10 4/25 5/15 5/30 6/12 7/10 8/7 9/11 9/26 10/10 10/24 11/13 11/28 12/12 1/5 2/1 2/15

(600,804)(600,804) (579,543)(579,543) (477,675)(477,675) (522,500)(522,500) (415,841)(415,841) (442,287)(442,287) (397,100)(397,100) (364,447)(364,447) (503,877)(503,877)
(648,175)(648,175) (613,107)(613,107) (543,867)(543,867) (568,202)(568,202) (461,214)(461,214) (348,242)(348,242) (318,633)(318,633) (358,111)(358,111) (452,320)(452,320) (650,100)(650,100)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2023年度去勢

2023年度雌

2022年度去勢

2022年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/61/1012/511/810/39/68/17/56/65/104/53/14

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

679,451679,451

745,695745,695

792,832792,832

712,869712,869

586,124586,124

634,642634,642

638,890638,890

576,067576,067
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

８
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

７
月
号
の
応
募
者
は
18
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

７月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ヒ ヤ ケ ド メ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
中
島

）
宮　

嶋　

敏　

男
さ
ん

（
中
島
）
半　

谷　

優　

花
さ
ん

（
東
和
）
森　

田　

光　

則
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂　

本　

虹　

太
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

真　

衣
さ
ん

（
石
坂
）

　
本　

い
ち
な
さ
ん

（
萠
和
）
戸　

田　

繁　

樹
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

蔦　

枝
さ
ん

（
豊
里
）
佐　

藤　
　
　

勉
さ
ん

（
大
光
）
た
か
だ　

あ
お
い
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
も
い
い
ま
す

⑤
法
や
ル
ー
ル
な
ど
に
背
く
こ
と

⑦
イ
タ
リ
ア
の
１
つ
前
の
通
貨
単
位

⑧
「
あ
か
つ
き
」
や
「
白
鳳
」
な
ど
の
品
種

が
あ
り
ま
す

⑨
日
暮
れ
頃
に
ザ
ー
ッ
と
降
り
ま
す

⑪
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
本
拠
地
は
東
京

で
す

⑫
植
物
に
水
や
り
を
す
る
と
き
に
使
う
道
具

⑭
陰
（
い
ん
）
の
反
対
語

⑮
毎
度
、
バ
カ
バ
カ
し
い
お
笑
い
を
一

⑯
紙
幣
や
貨
幣
を
入
れ
ま
す

⑰
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
Ｆ
Ｒ
Ｉ
」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
京
都
の
五
山
送
り
火
で
、
最
も
よ
く
知
ら

れ
た
形
の
送
り
火

②
エ
ビ
ネ
も
カ
ト
レ
ア
も
こ
の
花
の
仲
間

③
肥
料
の
３
要
素
の
１
つ
。
元
素
記
号
は
Ｋ

④
ど
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
食
べ
よ
う
か
な

⑥
骨
切
り
を
す
る
細
長
い
魚

⑨
イ
タ
リ
ア
の
現
在
の
通
貨
単
位

⑩
山
の
頂
上
と
麓
の
間

⑪
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

⑬
突
破
し
て
決
勝
に
進
み
ま
す

⑭
夕
空
に
輝
く

の
明
星

⑯
歌
謡
曲
で
一
番
盛
り
上
が
る
部
分
の
こ
と
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

鏡　町

さ く らさん (??歳)

中　島

半谷 ゆう花さん (７歳 )

三木日な花さん (７歳 )

萠　和

とだ ゆずほさん (７歳 )

大　光

たかだ あおいさん (６歳 )

石　坂

辻本 いち奈さん (９歳 )

中　島

誰だろうさん (？歳 )


